
チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペース
との関係で適切であるか

〇

・事業所内にはメインフロア、小部
屋、バルコニーがあり、空間を
パーテーションで区切ったり、机を
動かす等して、工作活動やボール
遊び、一対一の活動から小集団
の活動をそれぞれ提供できる環
境構成をしている。
・広さ故に死角が多いものの、常
に職員の目が行き届くように見守
りの役割をその日毎に設定してい
る。

・更衣スペースを設けているが、不
要な備品などを置いている為、整理
が必要である。
・小部屋が狭く、児童が密集しやす
い為、広さのあるメインフロアやその
他の場所を有効に活用できるよう、
適宜促しや活動設定が必要である。
・食事中の児童と、早く食事を終えら
れた児童との空間の分け方を工夫
する。
・死角を失くす為に、より職員間の声
かけや連携が必要である。
・カームダウンスペースや、スヌーズ
レンルームがあれば今以上に、児童
とって過ごしやすく、療育的なねらい
を持った活動提供がしやすい環境に
なると考える。

2 職員の配置数は適切であるか 〇

・基準配置を満たした上で有資格
者を加配している。
・個別対応を必要とする児童に対
して適切な関わりかけができるよ
う、その日ごとに担当を設定して
いる。

・送迎時や昼食提供時など、活動内
容によって、一時的に職員数が不足
していると感じることがある。
・職員の適正配置人数については、
利用児童の人数ではなく、発達段階
や障がい特性を踏まえた上で判断
するべきであると考える。

3
事業所の設備等について、バリアフ
リー化の配慮が適切になされてい
るか

〇

・エレベーター内は広く、バギーや
車椅子を利用されている方にも対
応している。
・段差はなく、エレベーター内や廊
下には手すりがあり、バリアフリー
トイレも設置されている。

・メインフロアとバルコニーの間に段
差がある。夏場の水遊び等でバルコ
ニーの使用頻度が上がる際には、
対策が必要か。
・低学年の児童には、椅子や便座が
高く感じるので、児童の発育に応じ
た備品が必要である。
・床面のフローリングが硬いので、四
つ這いやずり這いをする児童には負
担があるのではないかと感じる。
・更衣に介助が必要な児童の対応
の際は、更衣室内の床面にマットを
敷いて対応しているが、マットの種類
については今後も検討が必要であ
る。
・転倒した際のリスク軽減の為に、事
業所内の凸部分には保護が必要で
ある。

4
業務改善を進めるためのPDCAサ
イクル（目標設定と振り返り）に、広
く職員が参画しているか

〇

・毎月の職員会議や日々のミー
ティングにて、それぞれの担って
いる業務の進捗状況を確認し合
い、常勤、非常勤問わず職員間で
意見を出し合い、参画している。

・職員によって業務量に偏りがあり、
それぞれが自分の業務を遂行、処
理することに集中しており、他の職
員への相談や協力依頼、業務全体
の進捗状況のタイムリーな共有には
至っていない。
・業務改善の為の、具体的な目標設
定を明確にする。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

5

保護者等向け評価表を活用する等
によりアンケート調査を実施して保
護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

〇

・年に一度、保護者向けアンケー
トを実施し、同法人の同サービス
事業所とも内容や結果を共有し、
保護者の意向や意見に対しての
改善案を検討している。
・アンケートは書面での回答だけ
でなく、インターネット（Google
フォーム）での回答も可能としてい
る。

・改善し、取り組んでいる内容を保護
者にお伝えする。
・年に一度の保護者向けアンケート
に囚われず、随時、保護者からご意
見いただいた内容を業務改善の取り
組みに繋げていけるよう、意識を高
めていく。

6
この自己評価の結果を、事業所の
会報やホームページ等で公開して
いるか

〇

・法人内の児童発達支援事業、放
課後等デイサービスと共に法人の
ホームページにて公開している。
・保護者向けアンケートの様式
に、自己評価表の公開ページの
QRコードを記載している。

・現行公開の形が、保護者にとって
確認しやすいのか否か、評価できな
い。
・保護者が公開された結果を確認し
た上でのご意見を聴き取り、業務改
善に繋げていく。

7
第三者による外部評価を行い、評
価結果を業務改善につなげている
か

〇

・京都市放課後等デイサービス支
援事業や、京都市南部障害者地
域自立支援協議会の放課後等デ
イサービス分科会による事業所見
学会、法人内監査の実施など、外
部評価を実施している。

・第三者評価は実施していない為、
今後、実施を検討していく。

8
職員の資質の向上を行うために、
研修の機会を確保しているか

〇

・法人内研修だけでなく、外部研
修にも積極的に参加をしている。
・月一回の職員会議の中で、伝達
研修の時間を設けている。
・研修資料はファイリングし、職員
間で回覧している。

・職員によって所持している資格や、
経験が異なる為、それぞれが自己研
鑽の為に必要な研修についての情
報収集に努められると良い。
・伝達研修の形式が定まっていない
為、より有意義なものとなるよう、検
討を行う。

9

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に
分析した上で、放課後等デイサービ
ス計画を作成しているか

〇

・最低でも年に２回、保護者面談
（継続的なアセスメント）を行い、
状況や望みの聴き取りを行ってい
る。毎月、個別支援会議を開催
し、職員間で利用者の課題やニー
ズを共有した上で内容を検討し、
立案している。
・支援記録を参考に、会議に参加
している職員の意見や分析が共
有されている。

・学校や、関係機関との連携を強化
して計画を立案していく。
・計画作成にあたって、勤務日数の
少ない非常勤職員の見立てが反映
されにくい現状がある。児童発達支
援管理責任者と共に、職員全体で計
画作成にあたりたい。

10
子どもの適応行動の状況を図るた
めに、標準化されたアセスメント
ツールを使用しているか

〇

・初期アセスメントやモニタリング
の際、事業所独自のアセスメント
ツールを使用して近況を聴き取
り、情報更新に努めている。

・アセスメントツールの活用状況、記
載内容について、雇用形態の関係で
モニタリングや個別支援会議に出席
していない職員への周知が不充分
である。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

11
活動プログラムの立案をチームで
行っているか

〇

・職員会議や日々のミーティング
で相談、検討している。
・アイデアを出し合い、多様なプロ
グラムを立案できている。
・チームの中で、提案がしやすい
環境、関係作りがされている。
・昨年度と比較すると、会議に出
席していない職員への意見の聴
き取りを意識的に行えている、今
後も意識的に継続する。

・出席していない職員には後日、聴
き取りと確認をしているが、十分でな
い時がある。状況共有、意見の聴き
取りの仕方に工夫が必要。
・検討、立案、実施の期間が短いこ
とがある。ゆとりをもった行動を心掛
けていく。

12
活動プログラムが固定化しないよう
工夫しているか

〇

・職員間で内容を検討するにあた
り、過去の記録を参照しながら、
新しい要素も取り入れるよう心掛
けている。
・季節や、社会情勢も踏まえて戸
外活動も取り入れている。
・各月毎に、壁面制作の担当職員
を設定し、季節に応じた製作活動
を提供している。

・生活年齢、発達年齢の高い利用者
に対して、チャレンジ的な活動を提
供していきたい。児童が「やってみた
い」と思えるような設定、誘い掛けの
工夫をしていく。
・活動プログラムの記録、反省を次
の活動に活かしていく。記録を参照
しやすいように整理する。
・長期休暇中や土曜日等、過ごしの
時間が長い日は固定化しやすいと
感じる為、留意が必要である。
・利用者の希望を受け入れすぎると
固定化する為、職員側からの提案も
積極的に行う。
・職員の知識、技術の向上を図るこ
とで、提供できる遊びの幅を広げて
いく。
・職員の意見、アイデアをより共有し
やすい工夫があれば、より活動の幅
が広がると感じる。
・職員自身が経験のないことに対し
て、やや消極的ではないかと感じる
ことがある。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課
題をきめ細やかに設定して支援し
ているか

〇

・長期休暇中のように、サービス
提供時間が長くなる期間の前に
は必ず事前打ち合わせをし、活動
や課題を設定して支援している。

・サービス提供時間が短い期間につ
いてもより細やかな課題設定が必要
と感じる。
・設定を明確にし過ぎると利用者の
望みと乖離していく恐れがある為、
あくまでも利用者本位の活動設定を
していく。
・利用者本位の活動の中でも、療育
的な視点に基づく課題分析を行い、
適切な関わりかけを意識していく。

14

子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて放課
後等デイサービス計画を作成して
いるか

〇

・生活年齢や発達段階に応じて、
個人活動と集団活動を組み合わ
せて計画を作成している。
・各児童の支援記録の様式に計
画内容の長期目標、短期目標を
記載し、職員が計画を意識しやす
いよう工夫している。

・子どもと保護者の望みを整理し、子
どもの状況について保護者と共通認
識を持ちながら計画を作成していく。
・個別活動が主な子どもに対して、
集団活動への参加のきっかけを作っ
ていく。
・常勤、非常勤に関わらず、計画内
容を全ての職員が把握した上で１人
ひとりに対応できるよう、共有の仕方
にが必要である。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

15

支援開始前には職員間で必ず打合
せをし、その日行われる支援の内
容や役割分担について確認してい
るか

〇

・その日の流れがわかるような１
日のスケジュールを作成し、職員
間で支援開始前に打ち合わせを
行っている。
・重要事項や職員の役割分担を
事前に決めて行っている。

・長期休暇や土曜日は朝から利用が
ある為、事前の打ち合わせが難し
い。週の初めに、一週間のスケ
ジュールを確認しながら担当決めを
行ってるが、長期休暇中は持続しに
くいと感じる為、改善が必要。
・設定していた職員の動き、役割が
予定と変わる場合もある為、職員間
でよりフォローし合えるよう意識して
いく。
・当日の打ち合わせにて、前日の振
り返りを行っているものの、それが必
要以上に長くなることがある。打ち合
わせの目的を職員全体が意識でき
るような工夫をしていく。

16

支援終了後には、職員間で必ず打
合せをし、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共
有しているか

〇

・支援終了後には、退勤する職員
や送迎に出る職員が多くいる為、
当日出勤していた職員全員で支
援を振り返ることができないが、
翌日の支援開始前のミーティング
にて前日の振り返りをしている。
・職員間で情報共有する為の連絡
ノートを使用し、その日の児童の
様子や職員の気付き、伝達事項
を記録し、回覧している。

・当日中に打ち合わせの時間を確保
できないか、検討を続ける。
・連絡ノートの活用については、より
意識的に行っていく必要がある。特
に、翌日の勤務予定がない職員に
ついては、必ず当日中に他の職員
へ支援共有するか、記録してくよう努
める。

17
日々の支援に関して正しく記録をと
ることを徹底し、支援の検証・改善
につなげているか

〇

・利用者毎に当日の支援内容と児
童の様子を記録している。
・日々の支援記録を参考に、ミー
ティング等で利用者への支援方
法、内容について話し合い、改善
案を実際に行い、検証するといっ
たサイクルをしている。
・記録の作成漏れがないように、
チェックリストを用いて確認を行っ
ている。

・長期休暇期間中のように、朝から
児童の利用のある期間中はその日
中に記録が作成できないこともある
為、形式の検討や記録時間の捻出
を行っていく。
・カンファレンスの際に記録を活かし
きれておらず、記憶に基づいた話し
合いになっていることがあると感じ
る。事務的に記録を作成するのでは
なく、目的を明確化する。

18
定期的にモニタリングを行い、放課
後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断しているか

〇

・定期的に保護者への聴き取りを
行い、職員間でも児童の見立てを
共有した上で評価している。
・モニタリングの記録の際には、保
護者の困りを具体的に記載し、計
画更新の際に参照しやすいよう工
夫している。

・計画期間に関わらず、必要に応じ
て更新していく。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複
数組み合わせて支援を行っている
か

〇

・利用者が主体となって活動する
中で、成功体験を積み、自己肯定
感が高められるように、ガイドライ
ンの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援や活動の提供を
行っている。
・事業所内でメダカを飼育してい
る。

・保護者の意向にも留意し、活動に
組み込んでいく。
・利用頻度が少ない児童や、利用時
間が短い児童に対しての支援の提
供の仕方について、検討していく。
・メダカの飼育については、ほとんど
観賞用になっている為、児童が飼育
に関われる工夫が必要。又、季節に
よって、取り組めていないことがあ
る。

20

障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議にその子どもの状況に
精通した最もふさわしい者が参画し
ているか

〇

・児童発達支援管理責任者や個
別支援計画の作成担当者、管理
者が参画し、事前に他の職員と意
見を共有している。

・担当者が代わった際の引き継ぎの
仕方について検討し、徹底していく。
・担当者会議の内容について、共有
の仕方を見直していく。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

21

学校との情報共有（年間計画・行事
予定等の交換、子どもの下校時刻
の確認等）、連絡調整（送迎時の対
応、トラブル発生時の連絡）を適切
に行っているか

〇

・学校との情報共有及び連絡調整
は適切に行っており、場合によっ
ては保護者を介することもある。
状況に応じて連携（対応）してい
る。
・学校との電話連絡や、学校の
ホームページに掲載されている情
報から予定を確認している。

・普通学級や自主通所の児童につ
いては担任との連携が薄い（当日の
学校での様子を聴き取りし難い）と
感じるので、連携を強化していく。
・日頃からの連携を強化することで、
学校休校時や緊急時にも対応でき
るよう努める。
・学校との情報共有については、学
校側の個人情報保護の観点から、
保護者を介さなければ確認できない
部分があるが、直接的に連絡調整
が図れると望ましい。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け
入れる場合は、子どもの主治医等
と連絡体制を整えているか

〇

・緊急時の対応等について、実施
計画書に記載をしている。
・医師の指示書は都度、最新のも
のを確認している。
・新規で医療的ケア（特定行為）
が必要な児童を受けれ入れる際
には、訪問看護事業所等にも協
力を依頼し、体制構築を図ってい
る。
・同一敷地内の他事業所の医療
職にも協力を依頼し、ニーズに応
えられるよう体制を整えている。

・職員全員が専門知識、技術をもっ
て対応できるよう、引き続き研修受
講や、職員の育成を進めていく。
・主治医との連絡体制を整えていく。
・看護師の配置についても、人材確
保に努めていく。

23

就学前に利用していた保育所や幼
稚園、認定こども園、児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか

〇

・就学前に利用されていた事業所
へ見学に行ったり、電話連絡を
取ったりして、担当者と情報共有・
相互理解に努めている。

・就学後も必要に応じて連携が取れ
るよう協力関係を築いていく。具体
的には、当事業所でのケースカン
ファレンスへの出席を依頼したり、見
学に来ていただいたり等。
・連携したことによって得られた情報
について、全ての職員が把握できる
よう、共有方法を検討していく。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービ
ス事業所から障害福祉サービス事
業所等へ移行する場合、それまで
の支援内容等の情報を提供する等
しているか

〇

・障害福祉サービス事業所と互い
に事業所見学を実施した上で、情
報提供書類の作成や、口頭での
引き継ぎを行っている。
・相談支援専門員が介入している
ケースにおいては、卒業後のサー
ビス担当者会議に参画させてい
ただいている。

・相談支援専門員が介入していない
ケースについても、当事業所から保
護者へ連絡する等して、近況確認
や、継続したフォロー体制の構築に
努めていく。

25
児童発達支援センターや発達障害
者支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けているか

〇

・専門機関の研修に参加したり、
児童精神科の通院に同行したりし
て、専門機関の職員や医師に助
言を受けている。

・日頃から連携、協力がしやすいよう
な関係性を構築していく。
・連携する職員が限定されている
為、より多くの職員が対応にあたっ
ていく。
・連携内容を職員全員が共有できる
よう工夫していく。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

26
放課後児童クラブや児童館との交
流や、障害のない子どもと活動する
機会があるか

〇

・地域の児童館が開催するイベン
トや、地域のお祭りに参加するこ
とがある。
・戸外活動において、利用児童が
地域の児童と一緒に遊ぶ場面が
ある。

・時勢の影響はあるが、もともと交流
の機会は少ないと感じているので、
積極的な交流を図っていく。
・事業移転後、当事業所の存在を地
域に周知、発信しきれていないと感
じる。看板を設置してアピールしてい
るが、積極的な交流を図っていくべ
きである。
・交流に対して消極的であったり、抵
抗感があったりする児童がいるの
で、配慮が必要である。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極
的に参加しているか

〇

・自立支援協議会の全体会議や、
「児童に関する専門部会」やその
他関係する部会の意見交換会に
必ず職員（常勤、非常勤問わず）
が出席できるよう、勤務体制を組
む上で重要視している。
・「児童に関する専門部会」の分
科会として、「放課後等デイサービ
ス分科会」が設立され、事業管理
者が事務局員として運営に参画し
ている。

・非常勤の職員の中には、勤務時間
帯の関係で参加したことがない職員
がいる為、より多くの職員が参加で
きるよう、勤務調整や職員への意思
確認が必要である。
・参加できなかった職員への伝達
や、共有の機会を設けていく。

28

日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い、子どもの発達の状況や
課題について共通理解を持ってい
るか

〇

・送迎の引き継ぎの際に、その日
の児童の様子や状況を伝え、直
接保護者とお話しが難しい場合
（保護者の就労や家庭の用事等）
は連絡帳や電話でお伝えしてい
る。その為、児童の発達の状況や
課題について共通理解・認識を持
てている。

・保護者、職員間で相違がないよう、
適宜確認していく。
・児童の姿がより伝わりやすいような
ツールの利用、検討をしていくべきと
感じる。
・保護者対応にあたる職員が限定さ
れないよう、職員１人ひとりが意識的
に関わりかけていく。
・保護者の就労状況によっては、
日々の送迎の際にはあまり保護者と
顔を合わせられない家庭もある為、
そういった場合は個別に意識的なコ
ミュニケーションを図る。

29
保護者の対応力の向上を図る観点
から、保護者に対してペアレント･ト
レーニング等の支援を行っているか

〇

・保護者からの相談で聴き取った
困り感に対して、その都度職員が
対応、他の職員と協議し、改善策
が見つかれば提案して支援して
いる。

・対応にあたれる職員が限定されて
いる。事業所として支援の質を高め
る為、職員研修や勉強の機会を増
やすとともに、対応できる職員を増
やしていく。

30
運営規程、支援の内容、利用者負
担等について丁寧な説明を行って
いるか

〇

・契約時に説明を行い、改定や変
更などがあれば即座に修正して
説明している。
・事業所内の見える所に運営規
定、重要事項説明書を掲示してい
る。

・契約時の対応は管理者が行ってい
るので、管理者以外の職員も内容を
把握するよう努める。
・保護者から問い合わせがあった場
合、管理者が対応しているが、他の
職員の理解を深めることで、他の職
員でも一定の対応ができるよう努め
る。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

31
保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助
言と支援を行っているか

〇

・保護者からの相談があれば職
員間で共有し、より良い助言と支
援が行えるよう適切に対応してい
る。
・必要に応じて、他の福祉サービ
スの利用や社会資源の利用を提
案している。
・相談に対してその場での返答が
できない場合は一旦持ち帰り、職
員間で検討した上でお返事してい
る。

・保護者の悩みに対してより広い視
野で対応できるよう努めていく。
・職員が保護者の相談に対して行っ
た助言について、職員間で共有しき
れていないことがある。
・社会資源や福祉サービス等につい
て、支援者側が常に新しい情報の把
握に努め、最新の知識をもとに助言
していくよう努める。
・全てのニーズに応えられているわ
けではないので、質の向上に努め
る。

32
父母の会の活動を支援したり、保
護者会等を開催する等により、保護
者同士の連携を支援しているか

〇

・家族交流会という名目で、年に２
回行っており、前回のアンケート
結果を参考に改善した形で開催
し、保護者同士の連携を支援して
いる。
・これまでの参加率を参考に、祝
日に開催することも含めて設定を
検討し、より多くの保護者が参加
できるよう工夫している。

・都度、評価を行い、より多くの家庭
が参加できるよう内容や日程を調整
していく。
・当事業所の企画により、保護者同
士の継続的な連携が図れたのか把
握できていない。

33

子どもや保護者からの苦情につい
て、対応の体制を整備するととも
に、子どもや保護者に周知し、苦情
があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか

〇

・重要事項説明書に苦情解決窓
口について記載があり、苦情が
あった場合は受付担当者、相談
解決者が訪問や電話連絡を行
い、説明や対応を行っている。
・苦情発生、苦情解決について、
職員間で情報共有をしている。
・苦情受付時には、相談解決者へ
の報告を徹底している。

・個別に対応、解決しているが、他の
子どもや保護者への周知について
は職員間での検討が十分でない為、
内容に応じて対応していく。
・苦情には該当しないようなご意見
についても、同様に職員間での共
有、改善案の検討を行っていく。
・いただいたご意見に対して、可能な
限りの改善方法の検討をすること
で、支援の質の向上を図っていく。

34

定期的に会報等を発行し、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報
を子どもや保護者に対して発信して
いるか

〇

・月に１回、保護者向けのお便り
を発行しており、その書面に行事
内容や予定、児童の様子が写っ
た写真等を載せて発信している。
・漢字にはフリガナをふり、読みや
すいように工夫している。

・より見やすく、児童の様子が伝わり
やすい工夫を検討していく。
・保護者に対しての発信になってい
ることがある。児童への発信（児童
が見て楽しめる構成）も意識的に
行っていく。
・掲載承諾の関係で、全体に配布す
る活動記録に写真掲載可能な児童
が限られており、掲載承諾をいただ
いていないご家庭に対しては児童の
様子の発信が不充分である。
・今現在は過ごしの様子をお伝えす
るような内容である為、今後の予定
についても発信していく。
・視覚障害のある方への発信方法に
ついて、検討が必要である。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

35 個人情報に十分注意しているか 〇

・個人情報の記載されている書類
は厳重に保管し、処分する場合は
シュレッダーを使用している。
・配布物がある際、配り間違えの
ないよう確認している。
・書類によっては、職員間で周知
する内容でも児童名を伏せる、イ
ニシャルにする等、配慮している。
・自宅への送迎時に引き継ぎを行
う場合には、個人名や、その場で
話すことが適切な内容かどうかを
判断し、配慮している。

・個人情報に関するトラブルは現状、
確認されていないが、配布間違えは
ある為、配布物がある際は二重に確
認していく。
・支援時間中における情報共有や、
電話対応においては、児童が近くに
いる場合がある為、注意が必要であ
る。
・個人情報に関わる書類は児童の手
の届かない所に置いているのが基
本であるが、目の届く所に置くことが
ある為、改善していく。

36
障害のある子どもや保護者との意
思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか

〇

・障害特性や発達段階に応じて、
言葉だけでなく、文章、写真、スケ
ジュール化といった視覚情報やハ
ンドサインなどの非言語コミュニ
ケーションツールを活用している。
・保護者に対しては、連絡帳や
メール、電話だけでなく、送迎時に
対面して意思疎通を図っている。

・意思表出の少ない児童に対しての
支援、関わりかけの方法について、
質の向上を図っていく。
・手話や点字、外国語など、相手に
応じて伝わりやすい方法を用いてコ
ミュニケーションを図ること、もしく
は、同じ言語でもより伝わりやすい
言い方、表現を意識するなどして、
共通認識を持てるよう努める。

37
事業所の行事に地域住民を招待す
る等地域に開かれた事業運営を
図っているか

〇

・併設事業所と合同で行事を企
画、開催し、各事業所の利用者同
士が交流できるような内容を設定
している。
・地域の行事開催に職員が協力し
たり、行事に参加したりしている。

・利用者同士がより日常的な交流を
図れるよう、意識していく。
・新型コロナウイルス感染症の感染
症法上の分類が５類に移行したが、
福祉サービス事業所においては継
続して感染対策を講じることを求め
られており、特に、当事業所の併設
事業所は重症化リスクの高い高齢
者が利用している為、地域交流を伴
う行事は開催ができていない。リスク
マネジメントを行う上で、現状は地域
との交流は難しいと判断せざるを得
ないが、今後、社会情勢が変化する
に合わせて、積極的な企画、開催を
していく。

38

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアルを策
定し、職員や保護者に周知している
か

〇

・各マニュアルに担当職員を定
め、マニュアルの確認、更新に努
めている。同法人内の他事業所
のマニュアルと比較し、適宜内容
の更新を行っている。
・当センターの玄関に、保護者が
閲覧可能な形で置いている。

・防犯マニュアルは策定できていな
い。
・保護者や、新しい職員への周知が
十分でないと感じる。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標
区分

39
非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を
行っているか

〇

・火災に対する避難訓練を年に２
回、管轄の消防署員が立ち会い
のもとで行っており、その都度、当
センター全体で振り返りを行い、
問題点を改善するように取り組ん
でいる。
・避難訓練の実施時、消火器の使
用訓練も行っている。

・年に２回は最低限度の回数である
為、それ以上の開催も検討していく。
・地域の避難場所まで行く訓練が行
えていない為、今後行えるようにす
る。
・実施していることと内容を、都度保
護者に知らせていく。
・児童がパニックを起こした際の避難
方法については、今後も検討が必要
と感じる。
・火災発生時以外の訓練も行ってい
く。

40
虐待を防止するため、職員の研修
機会を確保する等、適切な対応をし
ているか

〇

・法人内外を問わず、「虐待」を
テーマにした研修が行われる場
合は職員が必ず参加できるよう勤
務表やスケジュールを組んでい
る。
・併設事業所と合同で年１回、虐
待防止の為の研修を開催してい
る。

・参加できなかった職員に向けての
伝達研修や内容の共有の仕方を検
討する。

41

どのような場合にやむを得ず身体
拘束を行うかについて、組織的に決
定し、子どもや保護者に事前に十
分に説明し了解を得た上で、放課
後等デイサービス計画に記載して
いるか

〇

・身体拘束を必要とする児童は現
状いないが、月に１回行われてい
る職員会議と同日に、身体拘束や
行動制限が行われていないか振
り返りや確認をしている。

・必要となった場合の対応について、
職員間で周知し、共有していく。

42
食物アレルギーのある子どもにつ
いて、医師の指示書に基づく対応
がされているか

〇

・保護者から特定の食材の除去を
希望された場合は、そのように対
応している。
・配膳に関わる職員が都度、確認
できるようアレルギー表を掲示し
ている。

・ほとんどの場合、医師の診断書や
指示書は確認できていない為、今後
対応していく。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業
所内で共有しているか

〇

・実際にあったヒヤリハットをファイ
リングして事例集を作成し、発生
した直後に全職員へ伝達し、共有
している。
・ファイリングしたものは事務ス
ペースの、全職員が手に取って確
認できる場所に保管している。

・事故に繋がるかもしれない些細な
出来事については記録や共有がで
きていないことがあると感じる。記録
や共有の仕方について今後も検討
していく。
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